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議会費　0.8％

総務費
21.1％

民生費
18.2％

衛生費
7.6％

教育費
17.8％

諸支出金　0.1％

公債費
10.6％

災害復旧費
0.8％

農林
水産
業費

8.0％商工費　2.3％

土木費
8.7％

消防費
4.0％

　9 月 6 日（金）から 9 月 13 日（金）まで開催された平成 25 年第 5 回揖斐川町議会定例会において、平成 24 年度一般会計、
特別会計および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。
　平成 24 年度決算について皆さんにお知らせします。

平成24年度会計別決算の内訳
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

決　算　総　額 225 億 4,488 万 1,906 円 218 億 6,075 万 3,374 円 6 億 8,412 万 8,532 円
一　般　会　計 172 億 2,004 万 2,352 円 167 億 0,302 万 2,860 円 5 億 1,701 万 9,492 円
特　別　会　計 53 億 2,483 万 9,554 円 51 億 5,773 万 0,514 円 1 億 6,710 万 9,040 円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 27 億 0,201 万 6,639 円 25 億 9,134 万 6,880 円 1 億 1,066 万 9,759 円
国民健康保険直診勘定特別会計 1 億 1,550 万 8,937 円 1 億 0,423 万 8,941 円 1,126 万 9,996 円
谷 汲 中 央 診 療 所 特 別 会 計 7,349 万 9,583 円 6,997 万 9,570 円 352 万 0,013 円
大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 3,535 万 4,541 円 3,324 万 2,376 円 211 万 2,165 円
脛 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,675 万 5,443 円 2,310 万 8,666 円 364 万 6,777 円
市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,177 万 8,555 円 970 万 1,080 円 207 万 7,475 円
谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 8,819 万 7,316 円 8,680 万 1,287 円 139 万 6,029 円
北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1 億 6,813 万 4,497 円 1 億 6,572 万 7,371 円 240 万 7,126 円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 1,736 万 2,411 円 1,156 万 3,006 円 579 万 9,405 円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 648 万 4,451 円 605 万 0,394 円 43 万 4,057 円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 1,030 万 1,730 円 483 万 2,272 円 546 万 9,458 円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 98 万 1,673 円 64 万 0,686 円 34 万 0,987 円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 412 万 5,461 円 330 万 2,516 円 82 万 2,945 円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 11 億 6,658 万 5,679 円 11 億 6,203 万 9,000 円 454 万 6,679 円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1 億 3,183 万 6,101 円 1 億 2,745 万 6,286 円 437 万 9,815 円
杉 原 地 域 土 地 取 得 等 特 別 会 計 1,808 万 8,614 円 1,808 万 7,947 円 667 円
個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 1 億 1,782 万 7,130 円 1 億 1,651 万 3,924 円 131 万 3,206 円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 8,508 万 9,548 円 8,508 万 9,548 円 0 円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2 億 9,129 万 1,866 円 2 億 8,660 万 6,431 円 468 万 5,435 円
地 域 情 報 特 別 会 計 2 億 5,361 万 9,379 円 2 億 5,140 万 2,333 円 221 万 7,046 円

企業会計
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額

上水道事業会計（収益的） 1 億 5,340 万 2,804 円 1 億 5,029 万 0,164 円
上水道事業会計（資本的） 1 億 2,559 万 2,890 円 1 億 6,522 万 2,375 円

平成24年度の主な事業
北和中学校屋内運動場改築事業　9 億 0,002 万 6,400 円
公 営 住 宅 建 設 事 業　3 億 7,094 万 1,800 円
き よ み ず 幼 児 園 建 設 事 業　2 億 1,907 万 0,890 円

一般会計歳出
内　　訳 歳出額

議会費　議会の運営に 1 億 2,707 万 1,077 円
総務費　一般的な事務に 35 億 3,244 万 4,492 円
民生費　福祉の充実に 30 億 4,095 万 4,811 円
衛生費　健康づくりや清掃に 12 億 6,735 万 3,575 円
農林水産業費　農林業などの振興に 13 億 2,931 万 4,664 円
商工費　商工業や観光の振興に 3 億 8,842 万 4,424 円
土木費　道路や河川の整備に 14 億 5,923 万 1,834 円
消防費　消防や防災に 6 億 6,239 万 5,312 円
教育費　生涯学習や学校教育に 29 億 7,911 万 3,803 円
災害復旧費 1 億 3,309 万 5,800 円
公債費　借入金の返済に 17 億 7,163 万 3,068 円
諸支出金 1,199 万 0,000 円
一般会計歳出総額 167 億 0,302 万 2,860 円

一般会計
歳出総額

167億 0,302万
2,860円

平成24年度の決算をお知らせします
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依
存
財
源
　

72.6％

寄附金 0.1％

財産収入
0.4％

使用料及び
手数料

1.0％

諸収入
1.8％

繰越金
3.1％

分担金及び
負担金 0.8％

地方譲与税等
2.7％

繰入金
2.6％町税

17.6％
町債

17.0％

地方交付税
41.4％

国庫
支出金
6.7％

県支出金
4.8％

自主財源　
27.4

％

一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 30 億 3,765 万 4,450 円
分 担 金 お よ び 負 担 金 1 億 3,271 万 4,713 円
繰 越 金 5 億 4,227 万 9,693 円
繰 入 金 4 億 4,272 万 2,635 円
諸 収 入 3 億 1,176 万 0,730 円
使 用 料 お よ び 手 数 料 1 億 6,747 万 4,338 円
財 産 収 入 7,211 万 7,888 円
寄 附 金 899 万 4,534 円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 71 億 2,915 万 4,000 円
国 庫 支 出 金 11 億 4,608 万 1,917 円
県 支 出 金 8 億 2,577 万 5,506 円
地 方 譲 与 税 1 億 5,811 万 1,218 円
地 方 消 費 税 交 付 金 2 億 1,486 万 4,000 円
地 方 特 例 交 付 金 668 万 5,000 円
利 子 割 交 付 金 763 万 4,000 円
配 当 割 交 付 金 570 万 7,000 円
株式等譲渡所得割交付金 133 万 9,000 円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 5,342 万 7,000 円
ゴルフ場利用税交付金 2,744 万 2,730 円
交通安全対策特別交付金 290 万 2,000 円
町 　 　 　 　 　  債 29 億 2,520 万 0,000 円

一般会計歳入総額 172 億 2,004 万 2,352 円

地方消費税交付金　　　　　地方譲与税
地方特例交付金　　　　　　利子割交付金
配当割交付金　　　　　　　株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金　　　　ゴルフ場利用税交付金
交通安全対策特別交付金

悪
質
な
業
者
の
下
水
道
排
水
設
備
等
の

�

点
検
や
清
掃
な
ど
の
勧
誘
に
注
意

�

し
て
く
だ
さ
い

  

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書｣

が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
～

○ 

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
及
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
そ
の

年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。）

○ 

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
本
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
ま
で

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書（
又
は
領
収
証
書
）を
添
付
し

て
下
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
来
年
の
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○ 
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
ご
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
＊
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
に

つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の

は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

｢

扶
養
親
族
等
申
告
書｣

は
期
限

ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
障
害
年
金
・
遺
族

年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
方
に
は
、

毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
12
月
１
日
の
提
出
期
限
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受
け
ら

れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収

税
額
が
決
ま
り
ま
す
。
も
し
提
出
を
忘
れ

る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税

の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

○�

平
成
26
年
分
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

が
送
付
さ
れ
る
方

　

65
歳
未
満

　
（
年
金
額
が
１
０
８
万
円
以
上
）

　

65
歳
以
上

　
（
年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

日
本
年
金
機
構　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

一般会計
歳入総額

172億 2,004万
2,352円
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揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
３
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
61
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
４
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

 

浴
槽
、風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②

永
駅
前
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町

永
６
４
２
の
１

　

・
建
設
年
度　

平
成
24
年
度

　

・
耐
火
構
造
５
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
７
２
０
０
円
～

③
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
谷
汲
長
瀬
９
２
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
７
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
２
８
０
０
円
～

④
川
上
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
川
上
１
４
０
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
１
６
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

 

・ 

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

 

・ 

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

 

・ 

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

 

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

11
月
１
日（
金
）～
11
月
15
日（
金
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
25
年
12
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－
２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
を

�

支
援
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対

策
を
支
援
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
事
業
に

つ
い
て
町
で
全
額
負
担
し
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

　

木
造
住
宅
の
倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど

高
く
、
老
朽
化
や
耐
力
壁
の
少
な
さ
、ま

た
は
、配
置
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
倒
壊
の

要
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
耐
震

診
断
」と
は
建
物
が
持
つ
構
造
状
態
を
評

価
し
、耐
震
性
能
を
判
定
す
る
こ
と
で
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　

次
の
住
宅
が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

① 

一
戸
建
て
、長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅（
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
）

② 

店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面
積

の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
も
の

■
申
請
者
の
負
担
額　

無
料

■
受
付
棟
数　

11
棟

■
申
込
期
限　

12
月
16
日（
月
）

※ 

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎ 

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
、
産
業
建
設
部
建
設
課
の

ま
ち
づ
く
り
係
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
申

請
用
紙
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に
下

水
道
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
の
汚
水
雨
水
を
排
除
す
る
方
法

に
は
、
二
と
お
り
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
汚
水
と
雨
水
を
一
緒
に
集
め

て
終
末
処
理
場
で
処
理
す
る
「
合
流
式
」

で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
汚
水
と
雨
水
を
別
々
に

集
め
て
汚
水
は
終
末
処
理
場
で
、
雨
水
は

処
理
を
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
道
路
側
溝
や

川
に
流
す
「
分
流
式
」
で
す
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
道
路
側
溝
な
ど
が

年
々
整
備
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
を
考
慮
し

て
分
流
式
下
水
道
で
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

下
水
道
は
、
す
べ
て
の
水
を
き
れ
い
に

し
て
川
へ
返
す
こ
と
に
よ
り
、
住
み
よ
い

生
活
環
境
の
町
づ
く
り
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
快
適
な
生
活
を
送
る
た

め
の
努
力
と
共
に
、
子
孫
の
た
め
に
残
す

価
値
の
高
い
資
産
と
し
て
、
下
水
道
施
設

は
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
処

理
場
か
ら
の
汚
泥
は
、
肥
料
の
原
料
と
な

り
、
農
地
に
還
元
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
環
境
改
善
を
促
進
す
る
た

め
、下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
下
水
道
課

　

℡
２
２

－ 

２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

ま
ち
づ
く
り
女
性
会
議
を

開
催
し
ま
す
！

　

町
で
は「
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議
」の
一

環
と
し
て
、町
内
の
女
性
の
み
な
さ
ん
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、現
在
の
町
政
や
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
、女

性
の
視
点
に
よ
る
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
て
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
25
年
11
月
30
日（
土
）

　

10
時
～
11
時
30
分（
受
付
９
時
30
分
～
）

■
場
所

　

揖
斐
川
町
役
場
３
階　

防
災
対
策
室

■
対
象　

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女
性

 

（
18
歳
以
上
）
１
０
０
名
程
度

■�

内
容　

町
長
と
の
意
見
交
換
、
グ
ル
ー
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岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

４
回
目
の「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」今
月
は
、津
波
の
記
憶
が
刻
ま

れ
た
石
碑
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

岩
手
県
三
陸
沿
岸
地
方
は
、
過
去
に

も
何
度
も
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
て

い
る
地
域
で
す
。
明
治
29
年
の
明
治
三

陸
地
震
津
波
、
昭
和
８
年
の
昭
和
三
陸

地
震
津
波
、
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津

波
…
過
去
に
津
波
に
よ
る
被
害
を
何
度

も
経
験
し
、
津
波
へ
の
危
機
意
識
も
高

い
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
槌
町
で
も

１
２
０
０
人
を
超
え
る
町
民
が
死
亡
ま

た
は
行
方
不
明
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
陸
沿
岸
に
来
て
気
づ
く
こ
と
は
、

過
去
に
津
波
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
た

石
碑
が
町
の
中
に
い
く
つ
か
立
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、年
月
が
流
れ
、

石
碑
は
記
念
碑
と
し
て
景
観
の
一
部
に

な
っ
て
し
ま
い
、
危
機
意
識
が
薄
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
津
波
か
ら
逃
げ
遅
れ

た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
っ
た
ん

は
避
難
し
た
も
の
の
、
家
族
を
助
け
よ

う
と
し
た
り
、
貴
重
品
を
取
り
に
戻
っ

た
り
し
て
、
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た
人

も
多
く
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
震
災
で

は
、
住
民
を
津
波

の
被
害
か
ら
守
っ

た
と
し
て
、
注
目

を
集
め
た
石
碑
が

あ
り
ま
す
。
大
槌

町
の
近
く
に
あ
る

岩
手
県
宮
古
市
姉
吉
地
区
の
石
碑
に

は
、「
高
き
住
居
は
児
孫
の
和
楽　

想

え
惨
禍
の
大
津
波　

此
処
よ
り
下
に
家

を
建
て
る
な
」
と
い
う
文
言
が
刻
ま
れ

て
お
り
、
地
区
の
海
側
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
住
民
は
先
人
が
記
し
た
そ

の
石
碑
の
教
え
を
守
り
、
石
碑
よ
り
海

側
に
住
居
を
建
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
、
津
波
は
石
碑
の
約
70
メ
ー
ト
ル
手

前
ま
で
押
し
寄
せ
ま
し
た
が
、
地
区
の

住
居
は
津
波
の
被
害
か
ら
守
ら
れ
ま
し

た
。

　

一
方
、
大
槌
町
で
も
、
津
波
の
危
機

意
識
を
将
来
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て

い
く
か
、模
索
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

津
波
で
被
災
し
た
建
物
に
つ
い
て
は
、

保
存
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
が
今

も
な
お
続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、「
石
碑
」

で
は
な
く
「
木
碑
」
を
建
立
し
、
数
年

ご
と
に
建
て
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
津

波
に
対
す
る
危
機
意
識
を
将
来
に
つ
な

げ
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。大
槌
町
安
渡
地
区
で
は
、

地
元
高
校
生
の
発
案
か
ら
、
地
元
住
民

と
共
同
で
、「
大
き
な
地
震
が
来
た
ら

戻
ら
ず
高
台
へ
」
と
い
う
文
言
を
記
し

た
木
碑
を
制
作
し
、
地
区
の
中
に
建
立

し
ま
し
た
。
津
波
の
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
で
生
き
て
い
く
住
民
の
心
構
え
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
討
論
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
町
出
席
者
（
予
定
）

　

町
長
、副
町
長
、教
育
長
、部
長
級
職
員

■
申
込
方
法　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、①（
氏
名
）②（
年
齢
）③（
〒
住
所
）④

（
所
属
団
体
※
あ
る
方
の
み
）⑤（
電
話
番

号
）⑥（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）を
記
入
の
上
、役
場
政
策

広
報
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
込
み
い
た
だ

け
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
三
輪
１
３
３
番
地

　

役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

FAx
２
２

－

４
４
９
６

悪
質
な
業
者
の
下
水
道
排
水
設
備
等
の

�

点
検
や
清
掃
な
ど
の
勧
誘
に
注
意

�

し
て
く
だ
さ
い

  

イ
キ
イ
キ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
演
会
と

交
流
会

～
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た

�

ま
ち
づ
く
り
事
例
～

　

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
地
域
の
課
題

を
発
見
し
、
そ
の
解
決
手
段
を
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
、
地
域
の
取
り
組

み
と
し
て
成
功
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。
女
性
に
と
っ
て
も
、
男
性
に
と
っ

て
も
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
す
る
う
え
で

実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
ま
す
！ 

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
情
報
・
意
見

交
換
を
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
時　

12
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所

　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
第
２
会
議
室

■
講
師

　

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

澤　

芳
美

■
定
員　
　

70
名（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
託
児　

あ
り　

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
せ

先
ま
で
。

■
主
催　

岐
阜
県
環
境
生
活
部

 

男
女
参
画
青
少
年
課

■
申
込
方
法　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
①（
参
加
希
望
講
座
月
日
※
複
数
可
）

②（
氏
名
）③（
〒
住
所
）④（
電
話
番
号
）

⑤（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）⑥（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）を
記

入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
又
は
郵
送
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

株
式
会
社
ケ
イ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

〒
５
０
０

－

８
２
０
７

　

岐
阜
市
日
野
北
５

－

９

－

２
０

　

℡
０
５
８

－

２
４
７

－

５
０
２
０

　

FAx
０
５
８

－

２
４
７

－

７
８
７
７

　

E-M
AIL　

 kplanning@
dream

.ocn.
ne.jp

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

徳
山
ダ
ム
で

観
光
放
流
が
行
わ
れ
ま
す
！

　

徳
山
ダ
ム
で
は
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
合

わ
せ
て
、
洪
水
吐
き
ゲ
ー
ト
か
ら
観
光
放

流
が
行
わ
れ
ま
す
。
通
常
は
こ
の
放
流
を

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
放
流
す
る
日
と
時
刻

　

11
月
２
日（
土
）～
４
日（
月
）の
３
日
間

宮古姉吉石碑

派遣職員
主査 菅原昌志

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
④
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10
時
・
11
時
・
12
時
・
13
時
・
14
時
・

15
時
の
１
日
６
回
で
す
。

　

各
回
と
も
（
10
分
程
度
）

※
荒
天
な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

　

観
光
放
流
の
期
間
中
は
、
徳
山
ダ
ム
サ

イ
ト
公
園
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

藤
橋
城
駐
車
場（
鶴
見
）お
よ
び
徳
山
会

館
駐
車
場（
開
田
）か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
環
境
協
力
金
（
バ
ス
利
用
者
）

　

大
人　
　

２
０
０
円

　

子
ど
も　

１
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課

　

℡
５
２

－

０
１
６
６

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
『
会
員
募
集
』
当
セ
ン
タ
ー
で
は
新
規

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
会
は
、揖

斐
川
町
在
住
の
概
ね
六
十
歳
以
上
で
、健

康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
シ
ル
バ
ー
の
事
業

を
理
解
し
、賛
同
し
て
頂
け
る
事
が
条
件

で
す
。こ
の
為
、
毎
月
二
回
事
業
及
び
入

会
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。仕
事
は
、

町
内
の
個
人
・
公
共
・
法
人
か
ら
請
負
っ

た
除
草
・
剪
定
・
障
子
襖
張
り
・
掃
除
・
農

作
業
等
の「
臨
時
的
、短
期
的
な
業
務
」で

色
々
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、三
年

前
か
ら
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

契
約
先
も
増
え
て
き
て
お
り
岐
阜
県
の
中

で
も
一
番
の
契
約
金
額
を
誇
っ
て
お
り
ま

す
。派
遣
先
の
会
社
等
で
通
年
又
は
期
間

を
定
め
て
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
、Ｊ
Ａ
等
の
指
導
を
受
け
て
、シ

ル
バ
ー
農
園
で
野
菜
の
栽
培
を
セ
ン
タ
ー

が
独
自
に
行
っ
て
い
ま
す
。農
業
班
の
会

員
が
す
べ
て
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
秋
馬
鈴
薯
を
、今
年
の
春
は
キ
ャ

ベ
ツ
を
生
産
・
販
売
し
、九
月
に
キ
ャ
ベ

ツ
と
秋
馬
鈴
薯
の
定
植
を
終
え
ま
し
た
。

　

仕
事
は
多
種
多
様
で
す
が
、
ご
自
分
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き
方
が

で
き
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
の
「
健
康
と
生
き
が
い
」
と
「
地

域
貢
献
」
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

是
非
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
会
員
と
し
て
、

ご
自
身
の
培
っ
た
経
験
と
知
識
を
活
か
し

て
く
だ
さ
い
。
シ
ル
バ
ー
の
事
業
等
を

知
っ
て
頂
く
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
入
会
の
ご
希
望
の
方
だ
け

で
な
く
、
関
心
を
お
持
ち
の
方
も
是
非
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
お
仕
事
の
依
頼
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
お
困
り
の
事
な
ど
、
会
員
の
出
来

る
こ
と
は
す
べ
て
お
引
き
受
け
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
人
材
の
派
遣
を
ご
希
望
の
事

業
主
の
方
も
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

11
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

　

11
月
５
日（
火
）、
18
日（
月
）10
時
か
ら

（
一
時
間
半
程
か
か
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
せ
】

　

 （
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

平
日　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

老
人
福
祉
施
設
日
々
雇
用
職
員

（
介
護
師
）の
募
集
に
つ
い
て

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園
で
は
、

老
人
福
祉
施
設
の
日
々
雇
用
職
員（
介
護

師
）の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■�

募
集
人
数　

若
干
名（
２
級
ヘ
ル
パ
ー

の
資
格
を
お
持
ち
の
方
）年
齢
不
問

■
採
用
期
日　

12
月
１
日

■�

給
与　

揖
斐
川
町
の
日
々
雇
用
の
雇
用

条
件
に
準
ず
る

■
勤
務
体
系　

シ
フ
ト
制

 

（
早
番
・
遅
番
・
日
勤
・
夜
勤
あ
り
）

■
募
集
期
限　

11
月
１
日
～
11
月
20
日

■
提
出
書
類　

履
歴
書
・
資
格
証
明
書

 

（
ヘ
ル
パ
ー
等
）

【
提
出
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

　

〒
５
０
１

－

０
６
１
５

　

揖
斐
川
町
清
水
７
７
番
地

　

℡
２
３

－

１
０
０
０

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

西
濃
環
境
整
備
組
合
の
職
員
募

集
に
つ
い
て

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
で
は
次
の
と
お
り

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

一
般
行
政
職

■
職
務
内
容

　

ご
み
処
理
施
設
の
運
転
・
保
守
管
理

■�

受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
大
学
等（
短

期
大
学
お
よ
び
大
学
院
を
含
む
）を
卒

業
し
た
方（
平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込

み
可
）で
心
身
と
も
に
健
康
な
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
試
験
期
日
等

①
第
１
次
試
験

　

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査

　

期
日　

平
成
26
年
１
月
19
日（
日
）

　

場
所　

西
濃
環
境
整
備
組
合

　
（
揖
斐
郡
大
野
町
下
座
倉

 

１
３
７
５

－

１
）

②
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者

　

面
接
、
作
文
試
験（
２
月
頃
予
定
）

　

別
途
通
知
し
ま
す

■
採
用
期
日　

平
成
26
年
４
月
１
日

■
受
付
場
所　

西
濃
環
境
整
備
組
合
総
務
課

　

※
郵
送
で
の
受
付
不
可

■
受
付
期
間

　

12
月
２
日（
月
）～
12
月
27
日（
金
）

　

土
日
祝
日
を
除
く
平
日

　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

【
受
験
手
続
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
】

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
総
務
課

　

℡
３
２

－

４
１
５
３
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映
画
「
う
ま
れ
る
」
上
映
会
ご
案
内

　

皆
さ
ん
に
好
評
を
い
た
だ
い
た
映
画

「
う
ま
れ
る
」
の
再
上
映
が
決
ま
り
ま
し

た
。
命
の
大
切
さ
や
、
地
域
の
絆
を
深
め

る
映
画
「
う
ま
れ
る
」
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
写
真
家　

松

永
知
恵
美
さ
ん
の
「
い
の
ち
を
あ
り
が
と

う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
展
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
24
日（
日
）

　

午
前
の
部　

10
時
～（
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
可
）

　

午
後
の
部　

14
時
～（
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
可
）

　

夕
方
の
部　

18
時
～（
一
般
）

■
場
所　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

■
料
金　

大
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　
　

４
歳
か
ら
入
場
券
が
必
要
で
す

【
お
問
い
合
せ
】

　

映
画「
う
ま
れ
る
」上
映
揖
斐
川
実
行
委
員
会

　

℡
０
９
０

－
５
８
７
８

－

９
５
６
０（
細
野
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
実
施
に
つ
い
て

　

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女
性
を
め

ぐ
る
人
権
相
談
に
、
県
内
の
女
性
人
権
擁

護
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
電
話
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
18
日（
月
）～
24
日（
日
） 

　

月
曜
日
～
金
曜
日
は
、

　

８
時
30
分
～
19
時

　

土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時

【
相
談
窓
口
】

　

人
権
擁
護
委
員（
法
務
局
職
員
）

　

℡
０
５
７
０

－
０
０
３

－

１
１
０

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�
下
水
道
接
続
を
！

 

「
法
律
と
こ
こ
ろ
の
健
康
の
た
め

の
相
談
会
」開
催
の
お
知
ら
せ

　

生
活
苦
、
病
苦
等
…
…
「
死
に
た
い
と

思
う
こ
と
は
誰
に
だ
っ
て
あ
る
。
だ
か
ら

話
そ
う
！
」
弁
護
士
や
臨
床
心
理
士
の
専

門
家
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
負
担
が
軽
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
法
律
と
こ
こ
ろ
の
両
面
」
か
ら
不
安

や
悩
み
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

①
弁
護
士
に
よ
る「
法
律
相
談
」

　
　
　
　

② 

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
心
の

健
康
相
談
」

■
日
時　

11
月
22
日（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
会
場　

揖
斐
総
合
庁
舎

 

５
Ｂ
、
５
Ｃ
会
議
室

■
申
し
込
み
方
法

　

 

電
話
に
て
事
前
予
約（
１
人
４
０
分
程

度
、
各
相
談
先
着
４
人
ま
で
）

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
西
濃
保
健
所
健
康
増
進
課

　

保
健
予
防
係

　

℡
０
５
８
４

－

７
３

－

１
１
１
１

 

（
内
線
２
７
５
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃

金
！
」使
用
者
も　

労
働
者
も
」

　

岐
阜
県
労
働
局
で
は
、「
岐
阜
県
最
低

賃
金
」
を
、
本
年
10
月
19
日
か
ら
時
間
額

７
２
４
円
と
す
る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

　
「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
は
、
雇
用
形
態

に
関
係
な
く
、
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。（
一

部
の
産
業
に
は
岐
阜
県
最
低
賃
金
と
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
い
ず
れ
か
高
い

方
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
を
下
回
る
金
額
で
労
働
契
約

を
結
ん
で
も
、
そ
の
契
約
は
無
効
で
あ
り

事
業
者
は
少
な
く
と
も
最
低
賃
金
額
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
基
準
部
又
は
、

お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

℡
０
５
８

－

２
４
５

－

８
１
０
４
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　ワレモコウはバラ科です。山野に自生する多年草です。秋の野草として茶花としても用いられています。

ワレモコウの花を見てバラ科のものとは思えません。ワレモコウの語源には「我木香」「吾亦紅」「割
ワレ

木
モ

瓜
コウ

」

があり、割木瓜は御
ミ

簾
ス

の外側の布を帽
モ コ ウ

額と言い、瓜を輪切りにしたような紋があり、紋はワレモコウの花に

似て、その蕾は十字に割れるので割
ワレ

木
モ

瓜
コウ

の名前が生まれたといいます。中国名は地
チ

楡
ユ

です。

　ワレモコウは全体に無毛です。根茎は太くて堅く、往々にして湾曲している。茎の高さは 1 メートルにも

達します。葉には長い柄があって互生し、奇数羽状複葉です。小葉は 5 ～ 13 個で長楕円形、基部はハート型、

先はやや尖り、葉の縁には鋸歯がある。托葉は葉状で小葉と同様に鋸歯がある。夏から秋にかけて茎の先に

暗紅色の小花を密集した円い花穂を付けます。花には花弁がなく、4 枚の紅色の萼片からなり、おしべは 4

本で萼片と長さは同じです。この花穂はワレモコウの仲間の特徴といえます。

　薬用には 11 月から 12 月頃に根茎を掘り取り、髭根を取り除き、水でよく洗います。仕上げは天日にて乾

燥させます。乾燥させたものが生薬で地
チ

楡
ユ

と呼びます。

　地楡には止血、制吐、抗菌作用があります。主要な成分はサポニン（サングイソルビン）、タンニンです。

　薬効は収斂、止血薬として血痢、痔瘻、吐血、血便、月経過多、喀血、腸炎に用います。

　用い方は刻んだ地楡を一日量 5～10 グラムに水 500 ミリリットルを加えて煎じ

ます。

　約半量まで煮詰めて布などでこして煎液を一日三回食間に服用します。下痢止め

には地楡 2 ～ 3 グラムに水 200 ミリリットルを加えて煎じ、煮詰めて半量とし服

用する。

　外用にはやけど、湿疹、皮膚炎、創傷に用います。同様に煎じた液でやけど、湿

疹、皮膚炎などの患部を洗浄します。また打撲、捻挫にはワレモコウの生の根茎を

擦りつぶして塗布します。 （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

自 衛 官 等 募 集 案 内
募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　期　日 合 格 発 表

自衛官
候補生

18 歳以上
27 歳未満の者

男子
年間を通じて行ってお
ります

11 月 17 日～18 日
※いずれか 1 日を指定

試験時にお知らせします

高等工科
学校生徒

男子で中卒
（見込含）

17 歳未満の者

推薦 11 月 1 日～12 月 6 日
平成 26 年 1 月 11 日～13 日
※いずれか 1 日を指定

平成 26 年 1 月 17 日

一般
11 月 1 日～
平成 26 年 1 月 10 日

1 次　平成 26 年　1 月 18 日
2 次　 平成 26 年　2 月 1 日～4 日

のうち 1 日

1 次　平成 26 年 1 月 27 日
2 次　平成 26 年 2 月 21 日

※受験資格の年齢は各種目とも平成 26 年 4 月 1 日現在です。
※第 2 次試験は、第 1 次試験合格者のみです。
※お問い合せ　「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」大垣市林町 5 － 18 光和ビル２階　℡０５８４－７３－１１５０

ワレモコウ（バラ科）いびがわ　特産品シリーズ
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

矢
野　

岩い
わ

尾お

さ
ん（
谷
汲
名
礼
）

 

９
月
１
日（
日
）　

95
歳　

　

加
藤　

す
み
さ
ん（
春
日
小
宮
神
）

 

９
月
５
日（
木
）　

95
歳　

　

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所　

す
ゞ
子
さ
ん（
春
日
六
合
）

 

９
月
10
日（
火
）　

95
歳　

　

野
原　

信し
ん
吾ご

さ
ん（

永
）

 

９
月
26
日（
木
）　

95
歳　

　

杉
田　

藤と
う
一い
ち
さ
ん（
市
場
）

 

９
月
26
日（
木
）　

95
歳　

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

９
月
10
日（
火
）、
西
濃
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

宗そ
う

宮み
や

正ま
さ

和か
ず

さ
ん
よ
り
、

社
会
体
育
事
業（
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
）へ
の

寄
付
金
３
０
０
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

10
月
１
日（
火
）、
ア
ピ
株
式
会
社

代

表
取
締
役
社
長

野の

の々

垣が
き

孝た
か

彦ひ
こ

さ
ん
よ
り
、

社
会
体
育
事
業（
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
）へ
の

寄
付
金
１
０
０
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

10
月
２
日（
水
）、揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
会
長　

内
藤
芳
郎
さ
ん
よ
り
、い
び

が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
協
賛
金
５
万
円
と
給
水

物
資（
25
万
円
相
当
）を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
ふ
る
さ
と
基
金

　

久く

野の　

貞さ
だ

子こ

さ
ん（
京
都
市
）

　

野の

口ぐ
ち　

耕こ
う

司じ

さ
ん（
北
方
町
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成25年度 赤い羽根共同募金運動

皆さんのご協力をお願いします

10月1日～12月31日

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の
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　揖斐川町では、「広報いびがわ」および「町ホームページ」に掲載する有料広告の

募集をしています。皆さんぜひご活用ください。募集要領は次のとおりです。

■内容
　広報いびがわの町が指定するページ内に最大2色（色は、黒系と青系限定）で広告を掲載
　（広報発行部数は、8,650部）

■広告サイズおよび掲載料
　①指定ページ下1段2分の1（6.0cm× 8.5cm）	 掲載 1回につき　	 5,250円
　②指定ページ下1段（6.0cm× 17.0cm）	 掲載 1回につき　10,500円
　③指定ページ下2段（12.0cm× 17.0cm）	 掲載 1回につき　21,000円
　④指定ページ下3段（18.0cm× 17.0cm）	 掲載 1回につき　31,500円
　⑤指定ページ全4段（24.0cm× 17.0cm）	 掲載 1回につき　42,000円

■申し込み方法
　広報いびがわ広告掲載申込書（政策広報課備え付け・ホームページからもダウンロードで
きます。）に必要事項を記入して、①原稿を印刷したもの（A4サイズの用紙に印刷してくださ
い。）、②原稿のデータが入ったメディア、③市町村税完納証明書を添えて掲載を希望する広報
いびがわの発行月の前月10日までに政策広報課に提出してください。

【お問い合せ先】揖斐川町役場　政策広報課　TEL２２－２１１１（内線１１２）

■広告の規格
　タテ50ピクセル×ヨコ140ピクセル　5キロバイト以内
　GIF（アニメーション不可）、または JPG形式
■掲載料　月額2,000円（1枠）
■申込方法　申し込みには以下のものが必要です。
　①バナー広告掲載申請書
　②掲載しようとする原稿
　③原稿の入った記録メディア
　④市町村税の完納証明書

【お問い合せ先】揖斐川町役場　政策広報課　ＴＥＬ22－2111（内線１１２）

【町ホームページバナー広告の募集について】

【広報いびがわ有料広告の募集について】

有料広告を募集します！

町ホームページ▶
トップページ　　
バナー広告欄　　

バナー広告詳細は、ココをクリック！


